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【6.6.1.8】欧州における意匠を対象にした出願前調査                                      

 

 

 

 

 

1）調査ツールの選択                                                                

欧州における意匠は、①各国ごとの意匠、②欧州連合加盟国 28 ヶ国に権利が及ぶ登録共同体意匠

および③欧州連合や欧州各国を指定した国際意匠の３つがある。 

 

各国ごとの意匠については各国特許庁が提供する意匠データベース、または欧州連合知的財産庁（以

下、EUIPO）が提供する DesignView を使って調査することができる1。登録共同体意匠については

DesignView と EUIPOが提供する eSearch plusを使って調査することが可能である。欧州に効力を

有する意匠権として欧州連合あるいは欧州各国を指定した国際意匠出願もあり、こちらにも注意を払う

必要がある。国際意匠出願を収録しているデータベースは DesignView と世界知的所有権機関(以

下、WIPO)が提供するGlobal Design Databaseである。今回は欧州各国意匠、登録共同体意匠、

および国際意匠を一括して検索することが可能な DesignView を利用した事例を紹介する。 

 

                                                   
1欧州の全ての国が収録されているわけではないため、収録国を確認されたい。 
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2）検索事例                                                                       

DesignView の検索画面は下記 URLから接続することができる。 

https://www.tmdn.org/tmdsview-web/welcome 

 

 

 

◆調査目的およびデザインコンセプト 

調査対象例として下記の調査目的およびデザインコンセプトを設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

◆予備検索・準備編 

意匠を検索する場合、手がかりとなる情報としてロカルノ分類（国際意匠分類）を利用することが一般

的である。そこで、検索を実施する前に適切なロカルノ分類を把握しておく必要がある。 

ここでは DesignView を利用して適切なロカルノ分類を探索する方法を紹介する。 

 

まず DesignView にアクセスするとトップ画面に「Find term」の欄が表示される。ここにデザインコンセプ

トに関連する語句を入力する。本事例の場合、【COFFEE MAKER】と入力し検索する。 

 

対象国、番号、名義、ロカルノ分類など様々

な検索項目の組み合わせ検索が可能なの

で、基本的にはこちらを使う 

調査目的：開発した商品のデザインを欧州で意匠登録したい。欧州に

おける類似意匠の有無を確認する 

デザインコンセプト：円筒形の給水タンクを備えた把手のあるコーヒーメ

ーカー 

調査対象国および地域：欧州連合、フランス、イギリス、スイス 

 

https://www.tmdn.org/tmdsview-web/welcome
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検索結果に対し「Filters」の機能を利用し「Locarno」のタブをクリックすると以下に示すようなロカルノ分

類別の出願件数ランキングが表示される。 
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この結果を基に分類定義表などを参照し、該当するロカルノ分類を把握する。なお、ロカルノ分類の定義

についてはWIPOの以下の資料より参照できる。 

http://www.wipo.int/classifications/nivilo/locarno/index.htm# 

 

コーヒーメーカーが含まれるロカルノ分類として、

07.02 を選定した。 

 

 

◆実践編 

欧州各国意匠、登録共同体意匠および国際意匠に対する検索を行うために、DesignViewにアクセス

し、「Advanced search」をクリックする。すると、以下のような検索画面が表示される。 
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（続き） 

 

 

＜検索項目の解説＞ 

１ 指定国・地域 13 有効期限 

２ 受理官庁 14 出願日 

３ 物品名 15 登録日 

４ 意匠の絵柄に記載されている単語や文字 16 公開日 

５ 意匠番号 17 優先日 

６ 出願番号 18 発効日 

７ 権利状況 19 権利満了日 

８ 権利保有者 20 優先権番号 

９ 以前の権利保有者 21 優先国 

10 デザイナー名 22 博覧会優先権 

11 代理人名 23 ソート（HIT リストのソート） 

12 ロカルノ分類 24 昇順または降順（HIT リストの順） 

これらの検索項目に適宜入力することで、所望の検索を実行することができる。本事例では登録共同体

意匠、欧州の主要地域であるフランス、イギリス、スイスに対する調査を行うこととする2。 

まず、対象国・地域を以下のように設定する。 

 

                                                   
2 2017年 2月現在、ドイツ国内意匠は DesignView に収録されていない。 
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１）①「Designated territories」より EUIPO、France、United Kingdom、Switzerland を選

択する。 

 

２）②「Offices」より FR、GB、EM およびWO を選択する。具体的に解説すると、フランス（FR）とイ

ギリス（GB）の国内意匠出願を受理した機関としてFRおよびGBにチェックを入れる。また登録共同体

意匠を受理した機関として EUIPO（EM）にチェックを入れる。そしてフランス（FR）、イギリス（GB）、

登録共同体意匠またはスイス（CH）が指定されている国際意匠出願を受理した機関として WIPO

（WO）にもチェックを入れる。なお、スイスは EUIPO に未加盟であり、さらにスイス国内意匠は

DesignViewに収録されていないため、WIPO経由の国際意匠のみ選択することができる（WOにチェ

ックを入れる。この事例の場合、すでにチェックは入っている）。 

 

３）ここまでの作業を行うと以下のようになり、登録共同体意匠、フランス・イギリスの各国意匠、この２

国とスイスおよび登録共同体意匠を指定している国際意匠に対する検索を実施することが可能となる。 

 

１

２
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調査事例 ＜出願前調査＞ 

出願前調査の場合には⑫「ロカルノ分類」で調査対象とする意匠を限定する。HIT 件数が多い場合に

は、必要に応じ③「Indication of the product」で物品名による限定をすることも可能である。 

 

自社で開発した製品デザインコンセプトについて出願前調査をするために以下のように入力し、検索画面

の上部または下部にある「Search」ボタンをクリックし検索する。 

 

 

 

 

 

 

 

＜検索方針＞ 

主題を包含するロカルノ分類：07.02 

物品名：COFFEE（KW1） 

検索式＝指定国・地域(EM+FR+GB+CH) and 官庁(FR+GB+CH+WO) and ロカルノ分類 07.02 

and KW1 
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各種検索項目に必要な情報を入力し検索を実行すると、上図のように代表図および書誌情報が一覧

形式で表示される。また、各意匠の物品名または意匠番号にはリンクが設定されており、これをクリックす

ると各意匠の図面情報、書誌情報、権利状況、年金支払い状況などの詳細な情報を閲覧することがで

きる。 

 

 

 

これらの HIT文献を 1件ずつ確認していくと、以下のような意匠を見出すことができる。 
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図面からは給水部のように見える円筒形の部分と、把手のように見える部分がある。もし自社デザインを

出願するのであれば、これらの類似する意匠を回避する必要がある。 

 

◆まとめ 

EUIPO が提供する DesignView を利用すれば、欧州各国の意匠、登録共同体意匠および国際意

匠を一括して検索することができる。また検索結果は代表図と共に一覧形式で閲覧できる。さらに意匠

番号などをクリックすることで、詳細な情報を確認することもできる。 

 

 

 

 

 

 

欧州における意匠の調査を行う場合、複数の国・地域を一括して検索することが

できる DesignView を利用することが望ましい。 

ただし DesignView には収録されていない国もあるため、必要に応じ各国特許

庁が提供するデータベースなどを利用する。 

Point 


